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表面増強ラマン分光法 (SERS) 用の電極基板は通常、
貴金属の複雑な (マイクロ/ナノ) 構造て製造され、
微量レヘルの分析物の検出を可能にします。 これら
の SERS 電極基板はコストか高く反応性か高いため
、多くの場合、使用期限か限られています。 これら
の問題を最小限に抑えなからも同し性能基準を維持
する新しい電極基板材料の開発は、常に懸念されて
います。
スクリーン印刷された電極は、確立されたスクリー

ンフリント法を使用して様々な金属材料を用いて簡
単に製造てきるため、多用途てコスト効率の高い使
い捨て電極の大量生産につなかります。 この技術資
料ては、in situ* 電気化学 SERS (EC-SERS) による様
々な化学種の高速かつ高感度な検出に適した電極基
板として、すくに入手てきるスクリーンフリントさ
れた金属電極を使用する実現可能性を示しています
。
*in situ:その場

序説
表面増強ラマン分光法 (SERS) 用の電極基板は、通
常、貴金属の複雑な (マイクロ/ナノ) 構造て製造さ
れ、広い表面積のフラスモニック表面か得られます
。これにより、効果か強化され、非常に低い濃度の
化学種の検出か可能となります。 たたし、電極基板
は高価てあることか多く、反応性か高いため、保存
期間か限られていることかよくあります。 これらの
問題を最小限に抑えなから、良好な分析性能を維持
する新しい SERS 電極基板の開発は常に懸念されて
います。
スクリーンフリントされた電極は、確立されたスク
リーンフリント法を使用して様々な金属材料を用い
て簡単に製造てきるため、多用途てコスト効率の高
い使い捨て電極の大量生産につなかります。
この技術資料ては、in  situ*  電気化学  SERS  (EC-
SERS) による様々な化学種の高速かつ高感度な検出
に適した電極基板として、すくに入手てきるスクリ
ーンフリントされた金属電極を使用する実現可能性
を示しています。
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メソッド

計測装置
ラマン分光電気化学のためにコンハクトに統合され
たSPELEC-RAMANを使用しました。この装置は、
分光計、レーサー光源(785 nm)、ハイホテンショ
スタット/カルハノスタットか1つのホックスに統合
されています。 スクリーンフリントされた金属電極
(refs. C013 (銀), 220BT (金), CU10 (銅), SPCU10
(銀/銅))をRAMAN  PROBEと接続したラマンセル
(RAMANCELL)に装着し、最適な焦点距離て電極表
面のラマン測定を行うことかてきます。

スクリーンフリントされた電極は、サイクリック ホ
ルタンメトリーによって電気化学的に活性化されま
した:
C013 (+0.3 V ~ -0.4 V)、220BT (+0.6 ~ +1.2 V ~ -
0.2 V)、CU10 (+0.15 V ~ -0.6 V) SPCU10 (+0.10 V
~ -0.4 V)

特定の被検物質を含む 0.1 M KCl の 60 μL 溶液を
その場ての同時活性化と検出に使用しました。 濃度
は、[Ru(bpy)3]2+ か 250 nM、4-メルカフトヒリシ
ンか 2 μM、ロータミン 6G か 20 μM、マラカイ
ト クリーンか 15 nM、クリスタル ハイオレットか
2.5 μM、ニコチンアミトか 80 μM てした。

測定結果
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